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1 オピオイドとは
オピオイドは，オピオイド受容体に結合するペプチドの総称である（図
1）。日本ペインクリニック学会の『非がん性慢性疼痛に対するオピオイド
鎮痛薬処方ガイドライン改訂第2版』1）では，「主に神経系に分布する，ア
ヘンが結合するオピオイド受容体に親和性を有する物質の総称」と簡潔に
定義されている。また，日本緩和医療学会の『がん疼痛の薬物療法に関す
るガイドライン2020年版』2）では，「麻薬性鎮痛薬やその関連合成鎮痛薬
などのアルカロイドおよびモルヒネ様活性を有する内因性または合成ペプ
チド類の総称」と定義されている。

 図1  オピオイド
オピオイドは，オピオイド受容体に結合して鎮痛作用のほか，便秘や眠気などの作用
も引き起こす

薬物A
薬物Bオピオイド

オピオイド受容体

鎮痛などの薬理作用

2 オピオイドの分類
オピオイドの分類には，痛みの強さによる分類（表1，2），法律上の分

類（表3），保険診療上の分類（表4）などがある。
痛みの強さによる分類としては，「弱オピオイド」「強オピオイド」とい
う表現（表1）が一般的に用いられているが，薬理学的に強オピオイドに分
類されるブプレノルフィンは，貼付剤であれば血中濃度の上昇が緩徐であ
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ることから弱オピオイドに分類されることもある。そのため，患者の痛み
の強さによる分類（表2）を用いることもある。世界保健機関（WHO）が以
前分類していた三段階除痛ラダー3）でも「軽度から中等度の強さの痛みに
用いるオピオイド」「中等度から高度の強さの痛みに用いるオピオイド」と
表記されていた。それに伴い，日本ペインクリニック学会の『非がん性慢
性疼痛に対するオピオイド鎮痛薬処方ガイドライン改訂第2版』1）や『神経
障害性疼痛薬物療法ガイドライン改訂第2版』4）では，表2のようにオピ
オイドを3つに分類している。

 表1  オピオイドの薬理学的な強さによる分類

分類 主な薬剤

弱オピオイド コデイン，トラマドール，タペンタドール

強オピオイド モルヒネ，オキシコドン，フェンタニル，メサドン

ブプレノルフィンは薬理学的には強オピオイド，貼付剤としては弱オピオイドに分類されることが
多い。タペンタドールも強オピオイドに分類されることがある

 表2  オピオイドの患者の痛みの強さによる分類

分類 主な薬剤

軽度 コデイン，トラマドール

中等度 ブプレノルフィン貼付剤，タペンタドール

強度 モルヒネ，オキシコドン，フェンタニル，メサドン

日本ペインクリニック学会の『非がん性慢性疼痛に対するオピオイド鎮痛薬処方ガイドライン改訂第2
版』や『神経障害性疼痛薬物療法ガイドライン改訂第2版』では上記のように3つに分類している

「麻薬及び向精神薬取締法」および「医薬品，医療機器等の品質，有効性
及び安全性の確保等に関する法律」（薬機法）では，オピオイドは表3のよう
に分類される。なお，コデインは1％製剤と10％製剤が存在するが，1％製
剤は規制のない処方箋医薬品に，10％製剤は医療用麻薬に分類される。
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 表3  オピオイドの法律上の分類

分類 法律上の分類 主な薬剤

拮抗薬 処方箋医薬品 ナロキソン

鎮痛薬

処方箋医薬品 トラマドール，1％コデイン

向精神薬 ブプレノルフィン貼付剤

医療用麻薬
モルヒネ，オキシコドン，フェンタニル，10％コデイン，
タペンタドール，メサドン

「麻薬及び向精神薬取締法」および薬機法上の分類は上記の通りである。なお，ケタミンはオピオイドではない
が，医療用麻薬に分類される

保険診療上の分類としては，非がん性慢性疼痛にのみ適応があるもの，
がん性疼痛にのみ適応があるもの，非がん性慢性疼痛にもがん性疼痛にも
適応があるもの，の3つに分類される（表4）。しかし，保険適用に関して
は2022年3月現在のものであり，今後，保険適用拡大により適応が変わ
ってくる可能性もある。

 表4  オピオイドの保険診療上の分類

分類 主な薬剤

非がん性慢性疼痛にのみ保険適用があ
る薬剤

ブプレノルフィン貼付剤，
トラマドール／アセトアミノフェン合剤

がん性疼痛にのみ保険適用がある薬剤 タペンタドール，メサドン

非がん性慢性疼痛にもがん性疼痛にも
保険適用がある薬剤

コデイン，トラマドール，モルヒネ，オキシコドン，
フェンタニル貼付剤

トラマドール単剤では非がん性慢性疼痛にもがん性疼痛にも適応があるが，トラマドール／アセトアミノフェ
ン合剤は非がん性慢性疼痛にのみ適応がある

3 非がん性慢性疼痛に適応のある 
オピオイドの種類とその特徴

（1）コデイン

コデインは肝臓で代謝されてモルヒネに変換されて鎮痛効果を発揮す
る。そのためコデインを投与することは低濃度のモルヒネを投与すること
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